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令和５年度 第３回富山市障害者自立支援協議会（全体会） 会議録 

 

 

 

日 時：令和６年１月２３日（火） １４：００～１５：００ 

 

場 所：富山市社会福祉協議会大ホール 

 

 

出席者：髙 城   繁 委員、宮 田   徹 委員、吉 田   勉 委員 

大 西 貞 夫 委員、長 澤 正 雄 委員、西 田 弥 佳 委員 

    山 村 敏 博 委員、中 井 義 則 委員、土 肥 裕美子 委員 

野 口 雅 司 委員、井 波 博 典 委員、前 島 靖 彦 委員 

中 島 昌 未 委員 

    中 田 隆 志 委員（代理 青木誠之助 富山市手をつなぐ育成会副会長） 

 

欠席者：吉 本 博 昭 委員、石 田 陽 一 委員、舟 坂 雅 春 委員 

    塚 原 久 永 委員、橋 本 英 徳 委員、稲 村 睦 子 委員 

 

事務局：片山 福祉保健部次長、竹井こども家庭部次長、 

西田 障害福祉課長、高畑 こども健康課長、丸本 保健予防課長、 

恒川 障害福祉課主幹、樋口 こども健康課長代理、 

田知花 障害福祉課副主幹、深山障害福祉課副主幹 

永野 こども健康課副主幹、荒井障害福祉課医療係長 

 

市委託相談支援事業所等： 

    自立生活支援センター富山、富山市恵光学園、セーナー苑 We ネット、 

あすなろセンター、和敬会生活支援センター、 

富山市障害者福祉センター基幹相談支援室 

     

議 題： 

１ 第７期富山市障害福祉計画及び第３期富山市障害児福祉計画の策定について 

２ 地域の関係機関によるネットワークの構築について 

３ 権利擁護部会の活動状況について 

４ 地域生活支援拠点等の運用状況の検証等について 

５ その他 

   

（会議資料）  

１ 富山市障害者自立支援協議会委員名簿 

２ 座席表 

３ 関係資料 
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議事概要： 

１ 開会 

２ 議事 

委員などの発言要旨： 

 

開 会 

（会 長） 

それでは議題に入らせていただきます。 
今年度第３回目の富山市障害者自立支援協議会でございます。今回の会議は、議題１から議

題５までの計５つの議題があります。 
 
 

【議題１～議題４ 質疑・意見等】 

（委 員） 

 地域生活支援拠点等について、本年の能登半島地震のような災害の時はどのような機能を

果たしていくものなのか。 

 「緊急時の受け入れ」という機能もあるが、今回の災害についても対象となるものなのか。 

 

（事務局） 

 ここでいう「緊急時」とは、今回のような災害も含みます。 

 しかし、今回の災害時においては実際の利用はなく、機能したかというとそうではなかっ

たと考えています。今後、効果的な運用ができるように検討していかないといけないといけ

ないと考えています。 

 このほかにも、障害福祉の分野ではありませんが、要配慮者について事前登録を行う制度

もありますが、これもうまく機能していたかというとそうではないと考えています。 

 

（会 長） 

 災害が起きれば、利用者を支援する側である「事業者」も被災者となり得るので、大変難

しい課題であると考える。 

 

（委 員） 

 今回の地震の際は、施設同士のネットワークで被災地施設の支援を行ったりもした。その

ような、市や県をまたいだ支援を行うことも重要であると感じた。 

 

（委 員） 

 地域生活支援拠点等の事業所について、今後もっと増やしていく必要があるかと思うが、

どうか。 

 

（事務局） 

 おっしゃられる通り、機能を充実させていくためには、多くの事業所に登録をいただくこ

とは大変重要であると考えますが、どのように運用すれば機能的に効果が出るのか、仕組み
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を検討していかないといけないと感じています。 

 

 

（委 員） 

 地域生活支援拠点の中で「体験の機会・場の提供」という機能があり、就労継続支援 B 型

の事業者が比較的多く登録されているようだが、「一人暮らしの体験の場」ということで、

他の自治体において、強度行動障害のある障害者の方が、１０名程のヘルパーさんの支援を

受けながら一人暮らしをしている特集を報道で見て、このような取組みもあるということを

知った。 

 同様の例があった場合に、富山市で登録されている事業所が支援してくれるということな

のか。 

 

（事務局） 

 「体験の機会・場の提供」については、病院に入院している方や施設に入所している方が、

一人暮らしを体験して、在宅生活を促すような効果があると考えており、相談支援事業所が

それをコーディネートして支援していくようなことが想定されています。 

 今おっしゃられました、強度行動障害のある方の一人暮らしの体験についても不可能では

ないと考えていますが、事業者側でどういった支援ができるのかということや、市としても、

強度行動障害を持った方がどのくらいおられるのか、どのような支援を必要としておられる

のかということを調べることから始める必要があると考えています。 

 

【議題５ 質疑・意見等】 

 なし 

 

（会 長） 

何かご質問などございますでしょうか。 

それでは以上で本日の議題はこれで終了とさせていただきます。どうもありがとうございま

した。 

閉 会 


